
2021-05-11
製品仕様書（案）
○○市

地図情報レベル500/1000が混在した
数値地形図データ作成のための

製品仕様書
（1.1.の題名と同じものを記入）

※赤文字箇所を書き換えて製品仕様書を作成してください。その他の箇所は必要に応じて書き換えてください。
※青文字箇所は記入する際の注意事項等を示しています。作成する際は削除してください。
	｢作業規程の準則｣に準じて作成した｢公共測量作業規程｣により業務を行う場合は、国土地理院作成の｢応用スキーマ｣及び｢品質の要求及び評価｣の用いることが可能です。国土地理院ＨＰ掲載の｢大縮尺数値地形図データ作成のための標準製品仕様書（案）｣の｢4.数値地形図データの構成｣｢5.応用スキーマ｣及び｢7.データ品質評価｣の内容を確認したうえで、本サンプルの赤文字箇所を書き換えて製品仕様書を作成してください。標準仕様書の規定に従う旨が明記されれば、標準仕様書の添付の必要はありません。


20XX年07月01日（1.1.の日付と同じものを記入）
○○市○○部○○課（3.3.の問い合わせ先と同じものを記入）
TEL　0000-00-0000
1. 概覧
1.1. 製品仕様書の作成情報
・題名：○○市地図情報レベル500/1000が混在した数値地形図データ作成のための製品仕様書（表紙と同じものを記入）
・日付：20XX-07-01 （本製品仕様書の作成年月日。表紙と同じものを記入）
・作成者：○○市○○部○○課（測量計画機関の担当部署名。表紙と同じものを記入）
・言語：日本語
・分野：数値地形図データ
・文書書式：PDF
1.2. 目的
本製品仕様書の目的は，○○市地図情報レベル500/1000が混在した数値地形図データの作成であり，詳細については，別途，発注等の際の文書に記載する。
本製品仕様書の規定内容は，基本的に「大縮尺数値地形図データ作成のための標準製品仕様書（案）」（以下，「標準製品仕様書」という。）に基づく。本製品仕様書では，標準製品仕様書の参照により規定を引用し，標準製品仕様書と相違点がある場合は，その点について記述している。したがって，本製品仕様書と標準製品仕様書の記述が異なる項目は，本製品仕様書の規定を優先する。
注）
標準製品仕様書における「適用製品仕様書」とは，本製品仕様書のことである。
1.3. 空間範囲
○○市（○○地区などでもよい）
1.4. 引用規格
· ○○市公共測量作業規程（作業に使用する規程等を記入）
· 地理情報標準プロファイル（JPGIS）2014
· 大縮尺数値地形図データ作成のための標準製品仕様書（案）（平成26年4月 国土地理院）（本仕様書で「標準製品仕様書」と呼んでいる。）
（準拠する規程類を適宜記載）

2. 適用範囲

2.1. 適用範囲識別
○○市地図情報レベル500/1000が混在した数値地形図データ作成のための製品仕様書（1.1.の題名に合わせる）
2.2. 階層レベル
データ集合
3. データ製品識別

3.1. 名称
地図情報レベル500/1000が混在した数値地形図データ
3.2. 日付
20XX-12-20（データ作成年月日（納品日）を記入） 
3.3. 問い合わせ先
○○市○○部○○課　TEL　0000-00-0000　　FAX　0000-00-0000
（測量計画機関の担当部署名。表紙と同じものを記入）
3.4. 地理記述
○○市（1.3.空間範囲と同じものを記入）
4. データ内容及び構造
標準製品仕様書第4章及び第5章の規定に従う。
パッケージの定義と適用範囲については，標準製品仕様書4.3の規定に従う。

標準製品仕様書 付属資料Bに示された取得データの分類にもとづいたデータ取得については，以下のとおりとする。

· 道路及びその周辺部について，各道路縁から道路の外側へ20mまでの範囲では，標準製品仕様書 付属資料Bの取得データ分類名『道路500』で選択対象と指定されたデータのみを選択する。

· それ以外の範囲では，標準製品仕様書 付属資料Bの取得データ分類名『一般1000』で選択対象と指定されたデータのみを選択する。

· なお，取得した各地物の地図情報レベル属性値は，取得データ分類名に対応した値を設定する。

（標準製品仕様書に従わない場合は、｢4.データ内容及び構造｣に応用スキーマを記載したオリジナル製品仕様書を作成しなければならない）
5. 参照系

5.1. 座標参照系
参照系識別子：JGD2011 / ○ (X, Y)  , H
平面直角座標系の指定以外は，標準製品仕様書 6.2に記されたすべての規定に従う。

（〇には座標系番号を記載する。通常はJGD2011/平面直角座標系〇（X,Y）と標高Hを用いる）
5.2. 時間参照系
参照系識別子： GC / JST
6. データ品質評価

標準製品仕様書第7章の規定に従う。
（標準製品仕様書に従わない場合は、｢6.データ品質｣に品質の要求及び評価を記載したオリジナル製品仕様書を作成しなければならない）

（｢4.データ内容及び構造｣を変更した場合には，それに対応してデータ品質評価の内容も変更する必要がある）
7. データ製品配布
公共測量標準図式（数値地形図データファイル）
標準製品仕様書第8章の規定に従う。
（標準製品仕様書に従わない場合は、｢7.データ製品配布｣に仕様を明記したオリジナル製品仕様書を作成しなければならない）
8. メタデータ

JMP2.0 に基づいて作成する。メタデータは，数値地形図データの整備作業単位ごとに作成することを基本とする。
9. その他

特になし（必要があれば記入。中間成果の作成方法・品質などを規定してもよい）
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